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1．はじめに
　近年、研究者向けのソーシャル・ネットワーク・
サービス（以下、SNS）が注目を集めている。2013
年 4 月に Elsevier 社に買収された文献管理サービス
Mendeley（1）、同年 6 月に Microsoft 創業者ビル・ゲ
イツ（Bill Gates）などから 3,500 万ドル（約 35 億円）を
資金調達した ResearchGate（2）、1,100 万人以上の利用
者を抱える academia.edu（同時期、ResearchGate は
約 450 万人、Mendeley は約 310 万人）（3）などが挙げ
られる。研究者は、研究者向け SNS を CV（Curriculum 
Vitae ／履歴書）として、或いは国境を越えた共同研
究の足掛かりとして積極的に活用している。また、研
究者は所属する機関のリポジトリを介さず研究成果を
セルフアーカイブすることが可能となり、オープンア
クセスの新たな潮流にもなりつつある。特に本稿で取
り上げる ResearchGate には 200 万件以上の研究成果
が公開されており、またセルフアーカイブした研究成
果に DOI を付与することが可能であることなどから（4）
リポジトリとしての評価が高まっている。
　図書館員やリサーチアドミニストレーターは、今後
どのようにこれら研究者向け SNS と向き合うべきか。
その理解を深めるべく、本稿では研究者向け SNS の
代表格である ResearchGate を取り上げ、その機能概
要の解説などを通じて、研究機関と研究者向け SNS
の今後について展望する。
2．ResearchGate とは
　ResearchGate は、マサチューセッツ総合病院で主
任研究員（2004〜2005年）を経て M.D., Ph.D. になっ
たばかりのイジャ・マディシュ（Ijad Madisch）によっ
て、2008 年に米国・ボストンで設立された（現在は
ドイツ・ベルリンに拠点を移動）。ResearchGate には
世界中に 600 万人以上の利用者がおり（5）、マディシュ
の専門分野である医学を中心に、生物学やコンピュー
タ科学といった分野の研究者の割合が多いのが特徴で
ある（6）。
　ResearchGate は当初、研究者向け Facebook や科
学者版 LinkedIn という謳い文句で紹介され（7）、一般
向け SNS が頭角を現してきた時代（Facebook は 2004
年 2 月、Twitter は 2006 年 7 月に設立）の潮流に乗
り、研究者の囲い込みに成功した数少ないスタート
アップ企業である。Nature Network（2007 年 2 月に
設立、2013 年 12 月にサービス閉鎖）や Labmeeting
（2007 年 7 月に設立、2011 年 1 月にサービス閉鎖）な
ど、同類コンセプトのサービスから現在生き残ってい
る研究者向け SNS としては、「はじめに」でも触れた
Mendeley（2007 年設立）、academia.edu（2008 年設立）、
そして ResearchGate が挙げられる。
3．ResearchGate の特徴的な機能概要
　SNS というイメージから、ResearchGate は「つ
ながり」「ネットワーキング」だけを実現させている
のではないか、と捉えてしまうのは早計であろう。
ResearchGate にはもちろん SNS に必須の個人プロ
フィールページ作成機能、「イイね !」やコメント・フォ
ロー機能、グループ作成による共有機能なども持ち合
わせているが、本稿では数ある ResearchGate のサー
ビス内容から、ResearchGate を ResearchGate たら
しめる特徴的な 3 つの機能「Q&A」「Publications」「RG 
score」を解説する（図 1）。
図 1 ResearchGate のプロフィールページ例
（1） Q&A
　ResearchGate では、「Q&A」コーナーで研究に関
する質問を投げかけると、その分野の専門家から回答
を得ることが出来る。質問には TOPICS というタグ
が付与され、関連の Q&A をフォローすることも可能
である。質問や回答に対する良し悪しを投票すること
も出来る。質問者・回答者双方について、プロフィー
ル写真と実名が表示されるのはもちろんのこと、RG 
score（後述）という ResearchGate 内の研究者評価
指数も表示されるので、Q&A 内容の信頼性を確認す
る一助となる。Q&A の推移を確認したければフォ＊ MyOpenArchive
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ロー機能で追跡可能な他、自分の専門知識に関連した
Q&A もお薦め表示してくれる。
（2） Publications
　ResearchGate を リ ポ ジ ト リ の 様 に 扱 え る の が
Publications 機能である。自身の研究成果を公開でき
る機能は Mendeley や academia.edu でも持ち合わせ
ており決して珍しいものではないが、特筆すべき点が
ふたつある。ひとつは「DOI 付与」、もうひとつは「リ
ポジトリとしての高評価」である。
　ReserchGate では、研究成果を登録する際、それら
に DOI（CA1836 参照）を付与することが可能である
（既に DOI が付与されている研究成果を登録する際
は、その DOI を使う）。研究データに DOI を付与す
る国際コンソーシアム DataCite と ResearchGate が
2014 年 8 月に連携を始めたことから実現されたこの
仕組みは、創設者マディシュの「97% の失敗した実
験結果の生データこそ（共有することが）重要」とい
う想いをより促進するものとなるであろう（8）。
　研究成果に付与する DOI の重要性は、出版社のみ
ならず研究者においても高まりつつある。最近では
altmetrics（E1504 参照）という研究評価の文脈からも、
DOI が重要な要素となっていると筆者は考える（9）。図
書館が主体となって運営する機関リポジトリは、研究
者のセルフアーカイブの場と言われるが、研究者自ら
が投稿することは現実的には殆どなく、図書館員が代
理投稿するのが一般的である。また DOI 付与も不可
能であることが多い（国内では、国立情報学研究所が
取り纏める JaLC 準会員になると、機関リポジトリの
コンテンツに JaLC DOI や CrossRef DOI の登録が行
えるようになる）（10）。ResearchGate は、スペイン高
等科学研究所（CSIC）が年に 2 度（毎年 1, 7 月）更
新する世界リポジトリランキングで、ポータル部門 1
位（academia.edu は 2 位、Mendeley は 62 位 /2015
年 1 月）という高い評価を受けている（11）。リポジト
リ担当者としても、研究者向け SNS と機関リポジト
リを連携させるなどして如何に有効活用していくかが
今後の検討課題になるであろう。
（3） RG score
　RG score は、近年話題になりつつある altmetrics（12）
のひとつと捉えることができる、ResearchGate 内に
おける研究者の評価指標である。ResearchGate 内に
どれだけ研究成果を公開したか、その公開された研
究成果は他の利用者からどれだけ評価されているか、
Q&A にどれだけ寄与しているかなどを勘案して弾き
出される数値である（13）。ResearchGate 内のあらゆる
場面で、利用者の顔写真・実名と併せて RG score を
見ることになる。従来から、学術コミュニケーション
における研究者間評価は、研究への貢献度で計られて
きた。但し、h-index など、数値化される対象は限定
的であった。それが、ResearchGate では、あらゆる
研究活動が対象となり、数値が可視化されたのである。
　RG score は、研究者の評判だけを表すのみなら
ず、研究機関を評価する値としても注目を集め出して
いる。ResearchGate の利用者が所属する機関の RG 
score を集積したのが ResearchGate Institutions であ
る（図 2）（14）。RG score が一番高い研究機関は中国
科学院（中国）で、以下サンパウロ大学（ブラジル）、
ミシガン大学（米国）と続き、日本の大学は 65 番目
に東京大学が登場する。日本における順位（1 位 : 東
京大学、2 位 : 京都大学、3 位 : 大阪大学）や、アジア
における順位（1 位 : 中国科学院、2 位 : 東京大学、3 位 :
京都大学）といった切り口でも自動集計表示されるこ
とから、研究機関としても見逃せない存在になりつつ
ある（2015 年 4 月 18 日現在）。
図 2 ResearchGate Institutions のページ
4．ResearchGate の限界と可能性
　ResearchGate に限らず、本稿に度々登場するMendeley
や academia.edu 以外にも、研究者が自身でプロフィー
ルを生成するサービスとしては ResearchID・Scopus 
Author ID・ORCID などがあり、また国内に目を向け
れば researchmap もある。研究に勤しむ研究者が、
数多くのプロフィールサービスをメンテナンスするに
は煩わしい状況といってよいだろう。国内の研究者
であれば researchmap で十分と思うかも知れないし、
国際的には出版社・研究機関などが ORCID（CA1740, 
E1633 参照）利用を推奨する動向もある（15）。しかし、
ResearchGate は前節にて詳述した通り、公的機関や
NPO が運営するサービスには実現不可能な、スター
トアップ企業ならではの行き届いた機能が充実してお
り、またネットワーキング効果によって利用者数が拡
大し、機関への影響力を増しているのも事実である。
　敢えて ResearchGate の弱点を挙げるならば、多く
の利用者を抱え掲載論文も Q&A も膨大な情報量にも
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かかわらず「API を公開していない」点であろう。逆
の観点から見れば、API 公開により ResearchGate の
豊富なデータにアクセス可能となると、ReseachGate
の存在価値はますます高まるであろう。様々なサード
パーティ製アプリが登場して利便性が向上し、研究機
関や他のサービスとの連携機能強化により、業界標準
となりつつある ORCID や競合サービスとも共存しな
がら発展していくのではないかと期待できる。
5．おわりに
　ResearchGate は豊富な資金力を活用し、研究者の
期待に応える機能を充実させるとともに、創業者マ
ディシュが唱える科学コミュニケーションの変革の道
を邁進している。最近では、RG Format（16）という学
術コミュニケーション分野において注目を集めてい
る Open Annotation（E1613 参照）の文脈に沿った機
能も公開するなど、ますます見逃せない存在になり
つつある。国内での利用者数は未知だが、国際的な
研究活動を進める研究者にとっては今後の研究活動
において ResearchGate を利用する必要性が生じてく
るのではと推測する。そして国内研究者が積極的に
ResearchGate を利用すればするほど、RG score と
その集積値 ResearchGate Institutions ランキングが、
研究者間はもちろんのこと、研究機関に影響力を増し
てくることであろう。
　図書館員やリサーチアドミニストレーターは、
ResearchGate を研究支援の一環として或いは機関
リポジトリとの連携対象として対策を検討する必要
性に迫られるのか。その状況を見極めるためにも、
ResearchGate の今後の動向を注視していきたい。
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